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金
子
み
す
ゞ

下
か
ら
子
供
が

「
ざ
く
ろ
さ
ん
、

熟う

れ
た
ら
私
に

く
だ
さ
い
な
。」

上
か
ら
か
ら
す
が

「
あ
ほ
か
い
な
。

お
さ
き
へ
私
が

い
た
だ
こ
よ
。」

あ
か
い
ざ
く
ろ
は

だ
ん
ま
り
で
、

下
へ
、
下
へ
と
、

た
れ
さ
が
る
。

編
集
後
記

長門市のDATA
〔平成30年 9月１日〕

人　口 34,417 人 ( -12)
　　男 15,991 人 (  +2)
　　女 18,426 人 ( -14)
世帯数 16,037 世帯 (   +5)

( ) 内は先月比

〔8月分〕 出生 20 人 死亡 55 人
 転入 　77人 転出 54 人

表
紙
の
説
明

三
隅
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭

伝
統
の
舞
や
踊
り
を
奉
納

■
 発
行
　
長
門
市
役
所
　
〒
759-4192　

山
口
県
長
門
市
東
深
川
1339-2　

TEL0837-22-2111（
代
）

■
 編
集
　
企
画
総
務
部
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
　
TEL 0837-23-1117　

FAX 0837-22-5358

U
RL:http://w

w
w
.city.nagato.yam

aguchi.jp　
E-M
ail:koho@

city.nagato.yam
aguchi.jp

2005

な
がと

1/1

な
がと

広
報

P
u
b
lic
 R
e
la
tio
n
s

12
（
平
成
2
1
年
）

/1

な
がと

広
報

P
u
b
lic
 R
e
la
tio
n
s

4/1

2009
V

o
l.98

（
平
成
2
1
年
）

2009
V

o
l.98

（
平
成
2
1
年
）

2009
V

o
l.98

7/1

12
（
平
成
2
1
年
）

/1

4/1

2009
N

o
.98

（
平
成
2
1
年
）

2009
N

o
.97

（
平
成
2
1
年
）

2009
N

o
.98

広
報

N
agato C

ity P
ublic R

elations

7
月
～
1
0
月

1
1
月
～
2
月

3
月
～
6
月

C
 
6
4

M
 
3
2

Y
 
0

K
 
0

C
 
0

M
 
5
0

Y
 
2
0

K
 
0

C
 
4
2

M
 
0

Y
 
5
6

K
 
0

C
 
4
0

M
 
2
0

Y
 
0

K
 
0

C
 
0

M
 
5
0

Y
 
1
0

K
 
0

C
 
4
0

M
 
0

Y
 
6
0

K
 
0

2018
（
平
成
30年

）
N
o.22010

　
香
月
泰
男
美
術
館
が
開
館
25
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
特
集
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
。
掲
載
に
あ
た
り
、
香

月
画
伯
の
生
涯
や
遺
し
た
言
葉
を
調

べ
て
い
く
う
ち
に
、
改
め
て
画
伯
の

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
の
強
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
▼
香
月
画
伯
は
ご
く
身

近
な
も
の
や
田
舎
の
風
景
を
題
材
に

絵
を
描
き
、
ふ
る
さ
と
三
隅
を
こ
よ

な
く
愛
し
ま
し
た
。
現
代
の
私
た
ち

は
と
か
く
都
会
的
な
も
の
や
場
所
に

憧
れ
ま
す
が
、
周
り
を
見
渡
し
て
み

る
と
、
実
は
美
し
い
も
の
や
心
地
よ

い
場
所
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼

香
月
画
伯
が
遺
し
た
ふ
る
さ
と
へ
の

想
い
を
私
た
ち
も
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
こ
と
の
幸

せ
を
見
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

長
門
市
市
民
憲
章

④
 笑
顔
 ふ
れ
あ
う
、

             温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

　

９
月
16
日
（日）
、
三
隅
八
幡
宮
秋
季
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
季
例
大
祭
で
は
、
ま
ず
滝
坂
、
兎

渡
谷
地
区
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
神
楽

舞
」
が
社
殿
で
奉
納
さ
れ
、
太
鼓
や
鐘

の
音
に
あ
わ
せ
、
弓
や
剣
な
ど
を
使
用

し
た
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

旧
馬
場
で
、沢
江
、市
地
区
に
よ
る
「
腰

輪
踊
」
が
、
人
々
の
健
康
や
牛
馬
の
安

全
、
作
物
の
豊
か
な
実
り
な
ど
を
願
っ

て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
然
の
恵

み
や
季
節
の
巡
り
に
感
謝
す
る
巫
女
舞

も
、
小
学
生
に
よ
り
初
め
て
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

▲五穀豊穣などを願い、腰輪踊が奉納された


